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⼯事概要

本計画�1旧千綿農学園跡地~グラウンùを活⽤w1閉鎖循環式ÿRAS：Recirculating Aquaculture SystemĀ{よ»Āúメイエビ陸N養殖施設を整備y»
²~wあ»2施設~整備{あたsv�1安定wた⽣産環境を⻑期的{確保y»こxを最優Yxw1以O~⼯事を⼀体的{実施y»2

1
⼟間⼯事

RC造‧厚さ20cm1約100t耐荷重~基礎構造を整備

2
ハウス施⼯⼯事

外側⽩⾊‧内側黒⾊~遮Z型養殖ÿウスを建設

3
電気⼯事

ブロワー‧濾過装置‧照明‧ボイラー関連設備~設置

4
ボイラー⼯事

年間を通xた適正⽔温ÿ27〜28℃Ā管理~た±~加温設備

5
養殖設備⼀式

PP⽔槽‧循環濾過‧曝気‧zy~導⼊

各⼯事�相互{連携wvzº1⼀体的z整備{よº⾼品質{t安定wた養殖環境~構築を実現y»2
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ボイラー⼯事：年間安定⽔温の確保

バナメイエビの適正⽔温

27〜28
℃

適正飼育⽔温ÿ年間維持⽬標Ā

この⽔温帯を維持す»こxw1代謝‧成⻑‧免疫機能が最⼤限に発揮さ¼

»2

加温設備の必要性

⻑崎県東彼杵町�温暖z気候を有す»²~~1冬季ÿ11〜3⽉Ā{�外気温|
10℃以O{z»⽇²存在し1閉鎖型ÿウスwあっv²⽔温管理zし{�適正
⽔温~維持|困難xz»2

Āナメイエビ�変温動物wあ»た±1⽔温~低O�直接的{以O~問題を引

}起こす2

成⻑速度の鈍化‧停⽌：⽔温|25℃をO回»x代謝|著しく低Oす»

摂餌量の⼤幅z減少：低温環境w�採⾷⾏動|鈍化し1飼料効率|悪化す

»

死亡率の上昇：免疫機能|低Oし病原体へ~抵抗⼒|弱ま»

出荷¹ケ¸ュールの遅延：成⻑遅延{よº計画出荷|困難{z»

ボイùー{よ»加温設備を整備す»こxw1年間を通じて27〜28℃の⽔温を
安定的{維持し1N記úスクを排除した計画的z⽣産管理を実現す»2
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循環濾過‧曝気‧⽔質管理設備

e 循環濾過設備
養殖⽔を排⽔す»こxz�循環‧再利⽤しz

|¹⽔質を維持す»設備群wあ»2物理濾過

ÿスクúーン‧沈殿槽{¸»固形残餌‧排泄

物~除去Āx⽣物濾過ÿバ´ºõ³ûター{

¸»²ンòû²→亜硝酸→硝酸へ~硝化反応Ā
を組み合わせ»こxw1有害物質~蓄積を防

~1⽔質~⻑期的安定を実現す»2定期的z

⽔替えを最⼩限{抑え»こx|w}1⽔資源

~効率的z活⽤{²つz|»2

f 曝気設備ÿ酸素供給Ā
öýワーお¸びエ²üーション装置{¸º1

⽔中{継続的{空気を供給し1溶存酸素

ÿDOĀ濃度を適正範囲ÿ5〜7mg/L以上Ā{
維持す»2溶存酸素~O⾜�エビ~窒息死{

直結す»た±1⼆重系統~設計や停電時~予

備電源確保zy²検討す»2バúñ´エビ~

⽣存‧成⻑‧飼料効率{直接影響をPえ»最

重要設備~⼀つwあ»2

⑤ ⽔質管理設備
養殖環境~変化をú²ûタ´ðw把握す»た

±1以下~5項⽬を継続的{測定‧記録す»2

⽔温：成⻑‧代謝{直結2⽬標27〜28℃

pH：適正範囲7.5〜8.5ÿ海⽔{近い弱²
û»ú性Ā

溶存酸素ÿDOĀ：⽣存率{直結す»最重
要指標

塩分濃度：バúñ´エビ�汽⽔〜海⽔域{

適応ÿ10〜25ppt推奨Ā

アンモニア濃度：濾過システð~機能評価

指標

異常値を早期検出し迅速z対処を⾏うこx

w1⼤規模z斃死事故を未然{防~1⽣産安

定性を⾼±»2



年間⽣産計画

バナメイエビ年間⽣産サイクル概要
本施設w�1年間を通xv安定wた出荷を実現y»ため1多段階飼育⽅式を採⽤y»2稚エビ

槽‧中間槽‧飼育槽‧出荷槽~4段階w⽣産⼯程を分散管理y»こx{よº1毎⽉⼀定量~継
続出荷が可能z体制を構築y»2

36万
年間⽣産予定尾数

安定wた閉鎖循環式⽣産{よ

»年間総⽣産量

3万
⽉間出荷予定尾数

多段階飼育サイクル{よº毎

⽉安定出荷を実現

4
飼育段階数

稚エビ槽→中間槽→飼育槽→出
荷槽~4段階管理



飼育⼯程の4段階：各槽の役割と管理⽅針

1

d 稚エビ槽
育成初期段階2環境変化{最²脆弱z時期wあ»た±1⽔温‧塩分‧溶存酸

素~安定管理を最優先xす»2飼育期間~⽬安�約1か⽉2

2

e 中間槽
稚エビ槽w初期育成を終えたエビを移動2密度調整{¸º過密飼育を防ぎ1

共⾷いú¹クを低減しzが¹成⻑を促進す»2飼育期間~⽬安�約1か⽉2

3

f 飼育槽
商品サイºÿ15〜20g/尾Ā{向けた主要肥育段階2給餌管理x⽔質管理を
徹底し1安定した成⻑を促す2飼育期間~⽬安�約1か⽉2

4

g 出荷槽
出荷前~最終管理段階2個体サイº~選別‧健康状態~確認‧絶⾷処理zy

を⾏い1⾼品質z商品xしv~出荷準備を整え»2

各槽間~エビ~移動�⽉1回~ローテーションw実施さ¼1こ¼{¸º常{4世代~エビが施設内w並⾏しv育成さ¼»体制が維持さ¼»2稚エビ~新規導⼊²毎
⽉⾏うこxw1途切¼»こx~zい⽣産ùインを確⽴す»2



⽣産サイクルのローテー·ョン：⽉次¹ケ¸ュール

各段階~⽔槽を1{⽉tx{ローテーションuせ»sxw1毎⽉連続しv出荷可能z⽣産サイクル|成⽴す»2以O~表�サイクル確⽴まw~⽴ちNr段階を⽰
す2ÿわ{ºやすく3万尾w調整Ā

⽉ 稚エビ槽 中間槽 飼育槽 出荷槽

8⽉ 第1ロット導⼊ － － －

9⽉ 第2ロット新規導⼊ 第1ロット成⻑ － －

10⽉ 第3ロット新規導⼊ 第2ロット成⻑ 第1ロット肥育 －

11⽉ 第4ロット新規導⼊ 第3ロット成⻑ 第2ロット肥育 第1ロット出荷ÿ約3万尾Ā

12⽉以降 毎⽉新規導⼊継続 毎⽉ローテーション 毎⽉ローテーション 毎⽉約3万尾出荷

11⽉以降1サイクルが完全に確⽴さ¼»こxw毎⽉約3万尾‧年間36万尾~安定出荷体制が実現す»2各ロット�独⽴しv管理さ¼»た±1⼀部w~疾
病発⽣時²他ロットへ~影響を最⼩限に抑え»こxが可能wあ»2
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